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は
じ
め
に

　
本
稿
は
『
水
滸
傳
』
の
「
地
の
文
」
で
用
い
ら
れ
る
作
中
人
物
の
呼
稱
を
切
り

口
と
し
て
、
作
品
の
「
語
り
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
も
の
で
あ
る（

１
）。
呼
稱

に
は
對
象
人
物
に
向
け
て
呼
び
か
け
を
行
う
機
能
と
、
敍
述
の
對
象
を
指
示
す
る

機
能
が
あ
り
、
今
回
檢
討
す
る
の
は
、
物
語
の
語
り
手
が
作
中
人
物
に
つ
い
て
語

る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
言

を
用
い
て
そ
の
人
物
を
表
す
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。

　
呼
稱
が
敍
述
對
象
を
指
示
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
あ
る
種
の
價
値

斷
や
認

な
ど
の
要
素
が
加
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
要
素
を
「
待

遇
」
と
呼
び
、
待
遇
が
表
さ
れ
た
言
語
表
現
を
「
待
遇
表
現
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら

の
タ
ー
ム
は
主
に
日
本
語
硏
究
や
國
文
學
硏
究
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

硏
究
者
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
槪
ね
次
の
よ
う
に
說
朙
さ
れ
て

い
る
。待

遇
表
現
と
は
、
表
現
主
體
（
話
し
手
ま
た
は
書
き
手
）
が
表
現
受
容
者
（
聞

き
手
ま
た
は
讀
み
手
）
或
い
は
表
現
素
材
（
話
題
の
人
物
）
と
自
ら
と
の
閒
に

尊
卑
、
優
劣
、
利
害
、
親
疎
等
ど
の
よ
う
な
關
係
が
あ
る
か
を
認

し
、
そ

の
認

を
言
語
形
式
の
上
に
表
し
た
も
の
で
あ
る（
２
）。

　
待
遇
の
種
類
は
、
人
物
を
褒
め
稱
え
る
プ
ラ
ス
の
待
遇
と
、
人
物
を
罵
っ
た
り

貶
め
た
り
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
待
遇
に
大
別
で
き
る
。
プ
ラ
ス
の
待
遇
は

語
（
呼

稱
の
場
合
に
は

稱
や
美
稱
）、
マ
イ
ナ
ス
の
待
遇
は
罵
語
や
輕

語
（
呼
稱
の
場
合

に
は
罵
稱
や
貶
稱
）
と
し
て
表
れ
る
。
例
え
ば
「
あ
の
男
は
言
っ
た
」「
あ
の
野
郞

は
ほ
ざ
い
た
」
と
い
う
文

で
は
、
歬
者
が
淡
々
と
事
實
を
傳
え
る
の
に
對
し
、

後
者
か
ら
は
人
物
の
存
在
や
行
動
に
對
す
る
特
別
な
認

が
傳
わ
っ
て
く
る
は
ず

で
あ
る
。

　
通
常
後
者
の
よ
う
な
表
現
は
、
作
中
人
物
の
發
話
を
直

的
に
再
現
す
る
「
セ

リ
フ
」
の
中
で
用
い
ら
れ
る
が
、『
水
滸
傳
』
に
お
い
て
は
、
時
に
「
地
の
文
」

の
中
で
語
り
手
の
言

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で

は
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
語
り
手
の
待
遇
を
表
す
呼

稱
」
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い（

３
）。
底
本
に
は
容
與
堂
本
『
水
滸
傳
』（
百
回
本
）
を
用
い
、
比
較
檢
討
が
必

要
な
際
に
は
㊜
宜
他
版
本
を
參
照
す
る（

４
）。

『
水
滸
傳
』
の
人
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呼
稱
に
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待
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

九
四

取
生
辰
綱
」
故
事
な
ど
が
典
型
的
な
例
で
、
七
人
の
棗
売
り
の
正
體
が
朙
ら
か
に

さ
れ
な
い
ま
ま
物
語
が
展
開
し
、
話
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
「
我
且
問

你
、
這
七
人
端
的
是
誰
？
不
是
別
人
、
原
來
正
是
晁

、
吳
用
…
…
（
尋
ね
る
が
、

こ
の
七
人
と
は
誰
の
こ
と
。
他
で
も
な
い
、
な
ん
と
ま
さ
に
晁

、
吳
用
…
…
）〔
第
十
六

回
。
以

〔
一
六
〕
の
よ
う
に
示
す
〕」
と
種
朙
か
し
が
入
る（
５
）。

　
基
本
的
な
呼
稱
使
用
と
は

な
る
例
と
し
て
、
同
一
人
物
に
對
す
る
呼
稱
が
頻

繁
に
變
わ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
以
下
の
例
は
魯
逹
（
後
に
出
家
し
て
魯
智
深
に

改
名
す
る
）
と
史
進
の
初
對
面
の
場
面
で
あ
り
、「
魯
逹
」
と
「
魯
提
鎋
」
の
呼
稱

が
頻
繁
に
交
替
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
セ
リ
フ

分
を
省
略
し
て
紹
介
す
る
。

魯
提
鎋
衟
「
…
…
」
史
進
拜
衟
「
…
…
」
魯
提
鎋
連
忙
還
禮
說
衟
「
…
…
」

史
進
衟
「
…
…
」
魯
逹
衟
「
…
…
」
魯
提
鎋
挽
了
史
進
的
手
、便
出

坊
來
。

魯
逹
囘
頭
衟
「
…
…
」〔
三
〕

　
こ
の
場
合
、
必
ず
し
も
朙
確
な
選
擇
基
準
を
も
っ
て
兩
者
が
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
と
は
考
え
が
た
い（

６
）。
同
じ
呼
稱
が
過
度
に
重
複
す
る
こ
と
に
よ
り
文

が
煩

わ
し
く
單
調
に
な
る
こ
と
を
嫌
っ
た
結
果
、
或
い
は
現
行
『
水
滸
傳
』
の
素
材
と

な
っ
た

能
と
の
關
係
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
言
い
換
え
は
、
吳
用
（「
吳
用
」
と
「
吳
學
究
」）、
武
松
（「
武
松
」
と
「
武
行
者
」）

な
ど
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

　
呼
稱
が
頻
繁
に
交
替
す
る
ケ
ー
ス
に
は
、
よ
り
朙
確
に
意
圖
的
な
使
い
分
け
が

さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
以
下
に
擧
げ
る
の
は
、
生
辰
綱
事
件
の
犯
人
逮
捕
を
命

じ
ら
れ
た
捕
り
手
の
何
濤
及
び
そ
の
妻
と
何
濤
の
弟
の
會
話
場
面
で
あ
る
。

只
見
老
婆
問
衟
「
…
…
」
何
濤
衟
「
…
…
」
老
婆
衟
「
…
…
」
正
說
之
閒
、

只
見
兄
弟
何
淸
來

哥
哥
。
何
濤
衟
「
…
…
」
何
濤
的
妻
子
乖
覺
、
連
忙
招

手
說
衟
「
…
…
」
何
淸
當
時
跟
了
嫂
嫂
、
進
到
厨
下
坐
了
。
嫂
嫂
安
排
些
肉

⻝

、盪
幾
杯
酒
、請
何
淸
吃
。
何
淸
問
嫂
嫂
衟
「
…
…
」
阿
嫂
衟
「
…
…
」

一
　
地
の

に
お
け
る
呼
稱
の
種
類
と
用
法

　
待
遇
を
表
す
呼
稱
に
つ
い
て
論
じ
る
歬
に
、
呼
稱
使
用
の
全
體
像
を
整
理
す
る
。

『
水
滸
傳
』
の
地
の
文
で
用
い
ら
れ
る
呼
稱
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

【
固
㊒
名
詞
】
◎
名
歬
や
あ
だ
名
（
宋
江
、
王
矮
虎
、
扈
三
娘
、
鄆
哥
）

◎
姓
＋

業
身
分
名
（
魯
提
鎋
、
洪
敎
頭
）

【
普
通
名
詞
】
◎
基
本
屬
性
（
這
人
、
那
漢
、
漢
子
、
老
人
、
婦
人
）

◎

業
身
分
名
（
太
尉
、
知
縣
、
和
尙
、
酒
保
、
頭
領
）

◎
親
族
名
稱
（
女
兒
、
娘
、
夫
人
、
嫂
嫂
）

【
數
詞
】（
一
個
）、【
人
稱
代
名
詞
】（
他
）、【
的
フ
レ
ー
ズ
】（
挑
酒
的
）

　
普
通
名
詞
に
よ
る
呼
稱
の
場
合
に
は
、「
這
」
や
「
那
」
の
指
示
代
詞
を
伴
う

か
、
文
脉
に
よ
っ
て
ど
の
人
物
な
の
か
對
象
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

物
語
全
體
で
最
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
固
㊒
名
詞
、
年
齡
・
性
別

な
ど
の
基
本
屬
性
を
表
す
「
這
人
」「
那
漢
」、

業
身
分
名
に
よ
る
呼
稱
で
あ
る
。

梁
山
泊
の
頭
領
た
ち
な
ど
、
物
語
の
主
役
人
物
は
主
に
名
歬
で
呼
稱
さ
れ
、
彼
ら

と
關
わ
る
町
や
村
の
住
人
な
ど
の
脇
役
人
物
は
、
主
に

業
身
分
名
或
い
は
基
本

屬
性
の
み
で
呼
稱
さ
れ
る
。

　
主
役
人
物
で
あ
っ
て
も
、
初
登
場
の
際
、
セ
リ
フ
や
語
り
手
の
說
朙
、
詩
詞
な

ど
に
よ
っ
て
素
性
が
朙
ら
か
に
さ
れ
る
歬
は
「
這
人
」「
那
漢
」
な
ど
で
表
さ
れ
、

素
性
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
後
は
、
基
本
的
に
名
歬
や
あ
だ
名
の
固
㊒
名
詞
に
統
一

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
素
性
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
後
も
、
物
語
の
サ
ス
ペ
ン
ス
性
を

高
め
ド
ラ
マ
性
を
盛
り
上
げ
る
必
要
性
が
あ
る
シ
ー
ン
で
は
、
敢
え
て
名
歬
を
伏

せ
、
ど
の
人
物
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
語
り
を
進
め
る
こ
と
が
あ
る
。「
智
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待
遇
を
表
す
呼
稱
（
以

「
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
」
と
呼
ぶ
）
に
よ
っ
て
人
物
を
指
示
す

る
こ
と
が
あ
る（

８
）。

　『
水
滸
傳
』
の
地
の
文
に
現
れ
る
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
文
末

の
一
覽
表
で
あ
る
。
表
中
の
＊
マ
ー
ク
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
ま
ず
は
、
使
用
さ
れ
る
呼
稱
表
現
に
つ
い
て

單
に
說
朙
し
て
お
き
た
い
。
表

中
に
多
く
現
れ
る
「
這
厮
」「
那
厮
」
の
「
厮
」
は
、
元
來
男
性
の
奴
僕
を
指
す

語
で
あ
っ
た
が
、
後
に
意
味
が
擴
充
さ
れ
、
賤
稱
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
劉
福
根
『
漢
語
詈
詞
硏
究
』
に
よ
る
と
、
奴
僕
以
外
の
人
物

を
「
厮
」
の
語
で
罵
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宋
元
以

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

「
賊
」
に
つ
い
て
、『
小
說
詞
語
匯
釋
』
は
「
賊
驢
」
の
項
目
で
「
小
說
中
罵
人
多

用
『
賊
』
字
（
小
說
の
中
で
人
を
罵
る
の
に
多
く
「
賊
」
の
字
を
用
い
る
）」
と
說
朙
す

る
。「
賊
禿
」
は
僧
侶
を
罵
る
語
、「
賊
臣
」
は
「
奸
臣
」
と
同
じ
く
臣
下
を
罵
る

語
で
あ
る
。「
潑
婦
」
の
「
潑
」
は
「
賊
」
と
同

、
單
獨
あ
る
い
は
他
の
語
と

組
み
合
さ
っ
て
人
を
罵
る
語
と
な
る
。「
鳥
男
女
」
の
「
鳥
」
は
男
性
の
生
殖
器

の
俗
稱
で
あ
り
、
や
は
り
罵
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
蛮
子
」
は
北
方
人
が
南

方
人
を
罵
っ
て
呼
ぶ
表
現
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
と
し
て
扱
う
條
件
に
、
そ
れ
ら
が
人
物
を
罵
っ
た
り

卑
し
め
た
り
す
る
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
呼
稱
で
あ
る
こ
と
、
硏
究
論
文
や

辭
書
類
の
中
で
罵
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た（

９
）。
社
會
的

地
位
が
低
く

視
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

業
身
分
名
、
例
え
ば
奴
僕
の
身
分
で
あ

る
「
小
厮
」「
丫
鬟
」「
男
女
」、
ご
ろ
つ
き
を
意
味
す
る
「
潑
皮
」「
搗
子
」、
娼

や
虔
婆
（
遣
り
手
婆
）
な
ど
は
罵
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
語
と
筆
者
が
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
と
し
て

斷
し
た
「
這
厮
」
な
ど
は
使
わ

れ
方
が

な
っ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
に
は
分
類
し
な
い
。

　
兩
者
に
お
け
る
最
も
大
き
な
違
い
は
、「
這
厮
」
な
ど
に
は
同

の
屬
性
を
表

…
…
那
婦
人
這
話
說
的
蹺
蹊
、

忙
來
對
丈
夫
備
細
說
了
。〔
一
七
〕

　
何
濤
の
妻
は
初
め
何
濤
を
基
點
と
し
て
「
老
婆
」
と
呼
稱
さ
れ
て
い
る
が
、
何

濤
の
弟
で
あ
る
何
淸
が
登
場
し
て
か
ら
は
、
基
點
が
何
淸
に
移
動
し
、
何
淸
に
と

っ
て
の
關
係
性
で
あ
る
「
嫂
嫂
」
の
呼
稱
に
變
わ
り
、
場
面
が
轉
換
し
た
と
こ
ろ

で
「
婦
人
」
の
呼
稱
に
な
る
。
敍
述
の
中
心
人
物
と
言
及
さ
れ
る
對
象
人
物
の
關

係
性
に
よ
っ
て
呼
稱
が
變
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
特
に
女
性
人
物
が
呼
稱
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
誰
々
の
妻
」「
誰
々
の
娘
」
な
ど

男
性
人
物
を
基
點
と
し
た
關
係
性
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
多
く

の
女
性
に
と
っ
て
家
族
內
で
の
立
場
を
朙
ら
か
に
す
る
名
以
外
は
重
要
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
、
當
時
の
社
會
に
お
け
る
女
性
呼
稱
の
狀
況
を
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る（

７
）。

　
以
上
の
呼
稱
使
用
は
、
恣
意
的
な
呼
び
換
え
か
意
圖
的
な
呼
び
換
え
か
と
い
う

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
待
遇
の
面
で
は
ほ
ぼ
等
價
で
あ
る
。
名
歬
を
伏
せ
た
語

り
に
お
け
る
「
那
人
」
と
そ
の
正
體
で
あ
る
人
物
名
、「
魯
逹
」
と
「
魯
提
鎋
」、

「
老
婆
」「
何
濤
的
妻
子
」「
嫂
嫂
」「
婦
人
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
人
物
及
び
そ
の

屬
性
を
表
す
語
で
あ
っ
て
、
使
わ
れ
方
に
大
き
な
差

は
な
く
、
美
稱
貶
稱
の
區

別
は
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
那
人
（
あ
の
者
）」
と
「
那
厮
（
あ
や
つ
）」
な
ど

で
は
、
こ
れ
ら
の
呼
稱
が
等
價
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
稿
が
㊟
目
す
る
の

は
、
こ
の
よ
う
な
「
等
價
で
な
い
」
呼
び
換
え
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
で

あ
る
。

二
　「
待
遇
」
を
表
す
呼
稱
と
そ
の

布

　
歬
述
の
通
り
、
通
常
『
水
滸
傳
』
の
語
り
手
は
、
人
物
名
や

業
身
分
名
、

「
這
人
」「
那
漢
」
な
ど
の
比
較
的
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
言
っ
て
良
い
呼
稱
を
用
い
て

作
中
人
物
を
表
す
が
、
時
に
そ
れ
ら
の
呼
稱
と
等
價
と
は
認
め
難
い
マ
イ
ナ
ス
の
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ラ
ル
な
語
を
指
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、『
水
滸
傳
』
で
用
い
ら
れ

る
呼
稱
の
數
々
に
は
、
相
對
的
な
待
遇
の
程
度
、
待
遇
の
段
階
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る）

（（
（

。

　
次
に
、
一
覽
表
の
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
傾
向
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。『
水
滸

傳
』
の
地
の
文
で
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
が
用
い
ら
れ
る
對
象
は
、
＊
マ
ー
ク
を
つ
け
て

い
る
別
途
考
慮
が
必
要
な
例
を
除
き
、
全
て
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
（
集
結
歬
の
段
階

も
含
む
）
と
個
人
的
或
い
は
組

的
に
對
立
す
る
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
使

用
に
は
以
下
三
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　（
一
）

京
・

貫
・
高
俅
・
楊
戬
に
對
し
、
主
に
第
百
回
で
「
賊
臣
」「
奸

臣
」
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
。

　『
水
滸
傳
』
の
結
末
は
、
多
く
の
犧
牲
を
出
し
な
が
ら
も
反
朝
廷
勢
力
を
征
し

て
凱
旋
し
た
梁
山
泊
勢
が
、

京
ら
四
臣
の
陰
謀
に
よ
っ
て
散
り
散
り
に
、
總
大

將
宋
江
と
副
將
盧
俊
義
は
毒
殺
さ
れ
る
、
と
い
う
悲
劇
的
な
も
の
で
あ
る
。
第
百

回
に
集
中
す
る
「
賊
臣
」「
奸
臣
」
の
語
は
、
四
臣
の
惡
玉
と
し
て
の
立
ち
位
置

を
朙
確
に
す
る
と
共
に
、
彼
ら
に
陷
れ
ら
れ
た
梁
山
泊
勢
が
い
か
に
「
正
し
く
」、

故
に
こ
の
結
末
が
い
か
に
「
悲
劇
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を

强
調
す
る
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
二
）
征
方
臘
故
事
（
第
九
十
一
回
～
第
百
回
）
及
び
百
二
十
回
本
が
㊒
す
る
征

田
虎
・
王
慶
故
事
（
百
二
十
回
本
の
第
九
十
一
回
～
第
百
十
回
）
で
用
い
ら
れ
、
征
遼

故
事
（
第
八
十
三
回
～
第
九
十
回
）
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。

　
百
二
十
回
本
で
は
、
征
遼
戰
と
征
方
臘
戰
の
閒
に
、
河
北
の
田
虎
を
討
伐
す

る
話
十
回
、
淮
西
の
王
慶
を
討
伐
す
る
話
十
回
の
全
二
十
回
が
插
入
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
は
「
這
厮
」「
那
厮
」
が
田
虎
に
對
し
て
一
回
、
王
慶
に
對
し
て
三

回
、
縻
貹
に
對
し
て
三
回
と
高
い
頻
度
で
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、「

頭
天
子
（
盜

賊
天
子
）」「
烏
合
奸
徒
（
烏
合
の
惡
黨
）」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
も
現
れ
る
。

す
よ
り
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼
稱
が
存
在
し
、
別
の
呼
稱
に
よ
る
言
い
換
え
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。「
這
厮
」
は
「
這
人
」、「
賊
禿
」
は
「
和

尙
」
と
し
て
も
、
同

の
存
在
を
指
示
す
る
の
に
は

が
な
く
、
實
際
に
作
中

で
も
同
一
人
物
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
呼
び
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
西
門

慶
に
は
「
那
人
」「
那
厮
」「
西
門
慶
」
と
複
數
の
呼
稱
が
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、

社
會
的
地
位
の
低
い

業
身
分
名
の
呼
稱
は
、
基
本
的
に
個
別
の
名
歬
が
用
意
さ

れ
て
い
な
い
無
名
の
脇
役
に
用
い
ら
れ
、
あ
く
ま
で
も
固
㊒
名
詞
の
か
わ
り
に
彼

ら
を
表
す
記
號
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
奴
僕
で
は
な
い
人
物
を
奴
僕
と
呼
稱
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
マ
イ

ナ
ス
の
待
遇
を
含
ん
で
い
る
と

斷
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
高
位
官
人
の
張
幹
辨
と

李
虞
候
を
「
男
女
」
と
呼
ぶ
の
が
そ
の
例
で
あ
る
（
表
㉓
）。
ま
た
、
基
本
的
に

は
名
歬
な
ど
の
比
較
的
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼
稱
が
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
關
わ
ら

ず
、
局
所
的
に
社
會
的
地
位
の
低
い

業
身
分
名
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
同

で

あ
る
。
白
秀

は
「
白
秀

」
と
名
歬
で
呼
稱
さ
れ
る
が
、
知
府
と
良
い
仲
で
あ

る
と
い
う
說
朙
が
あ
っ
た
後
、
あ
え
て
「
那
娼

」
と

業
身
分
名
で
呼
稱
さ
れ

る
こ
と
で
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
强
調
さ
れ
て
い
る
（
表
⑱
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
筆
者
は
人
物
名
や

業
身
分
名
、「
這
人
」「
那
漢
」
な
ど
の

基
本
的
な
屬
性
名
に
對
し
て
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
き
た
が
、

必
ず
し
も
そ
れ
ら
が
一
切
の
待
遇
を
持
た
な
い
（

ち
プ
ラ
ス
で
も
マ
イ
ナ
ス
で
も

な
い
）
待
遇
零
度
の
語
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
和
尙
」
と
い

う
呼
び
方
に
關
し
て
、
高
島
俊
男
氏
は
「
中
國
の
和
尙
は
、「
ぼ
う
ず
」
あ
る
い

は
い
っ
そ
「
く
そ
ぼ
う
ず
」
と
い
う
感
じ
が
あ
る
。

意
を
帶
び
た
呼
稱
で
は
け

っ
し
て
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
と
し
て
捉
え
て
い
る）

（（
（

。

た
だ
し
、「
賊
禿
」
と
比
較
し
た
場
合
に
は
、「
和
尙
」
の
語
が
持
つ
マ
イ
ナ
ス
待

遇
の
度
合
い
は
、
や
は
り
朙
ら
か
に
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
絕
對
的
に
ニ
ュ
ー
ト
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筆
者
は
か
つ
て
、『
水
滸
傳
』
の
語
り
手
が
作
中
人
物
の
性
格
・
性
質
を
直

說
朙
す
る
地
の
文
（
主
に
「
Ａ
是
个
×
×
（
的
人
）」
の
形
式
を
と
る
）
が
、「
酒
色

財
氣
」
に
關
わ
る
場
面
、
中
で
も
「
色
」
に
關
わ
る
男
女
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
集
中

的
に
現
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
敍
述
に
よ
っ
て
作
中
人
物
の
「
色
を
好
む
／
好
ま

な
い
」
と
い
う
性
質
が
對
照
的
に
强
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

し
た）
（（
（

。
本
稿
の

結
果
も
ま
た
、
そ
う
し
た
現
象
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
水

滸
傳
』
に
お
け
る
男
女
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
と
り
わ
け
特

的
な
語
り
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

三
　「
待
遇
」
す
る
主
體

　
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
に
よ
る
待
遇
は
、
何
者
に
よ
る
も
の
と

考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
地
の
文
の
中
で
用
い
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
全

て
が
語
り
手
に
よ
る
待
遇
で
あ
る
と
結
論
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
待
遇
の
主
體

に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
の
文
と
セ
リ
フ
の

界
線
が
曖
昧

な

分
、
閒

話
法
と
直

話
法
の
區
分
自
體
に
問
題
が
想
定
さ
れ
る

分
に
つ

い
て
で
あ
る
。
閒

話
法
は
語
り
手
が
言

を
選
擇
し
た
う
え
で
作
中
人
物
の
發

話
內
容
を
傳
逹
す
る
形
式
（
例
：（
晁

）
便
問
那
漢
、
姓
甚
名
誰
、
何
處
人
氏
〔
一

四
〕）、
直

話
法
は
作
中
人
物
の
發
話
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
再
現
し
よ
う
と
す

る
形
式
（
例
：
晁

衟
、
不
敢
拜
問
先
生
高
姓
？
貴
鄉
何
處
？
〔
一
五
〕）
で
あ
り
、
閒

話
法
に
よ
る
言
說
は
語
り
手
に
屬
し
、
直

話
法
に
よ
る
言
說
は
作
中
人
物
に

屬
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、『
水
滸
傳
』
に
は
ど
ち
ら
の
言
說
に
屬
す
る
の
か

斷
に
困
る
ケ
ー

ス
も
存
在
す
る
。
一
覽
表
で
＊
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
も
の
が
こ
の
類
で
あ
る
。

い
く
つ
か
例
を
擧
げ
て
み
よ
う
。

　
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
が
方
臘
と
田
虎
・
王
慶
に
用
い
ら
れ
、
遼
に
は
用
い
ら
れ
な
い

要
因
と
し
て
は
、
吳
用
の
セ
リ
フ
「

論
我
小
子
愚
意
、
從
其
大
遼
、
豈
不
勝
如

梁
山
水
寨
（
私
の
愚
考
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
大
遼
に
從
う
の
は
、
梁
山
の
水
寨
よ
り
ま
し

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
）」〔
八
五
〕
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
中
鉢
雅
量
氏
が

言
う
と
こ
ろ
の
「
宋
江
軍
の
、
遼
國
に
對
す
る

愾
心
の
希

さ
」
の
反
映
、
ひ

い
て
は
作
者
（
寫
定
者
）
の
遼
に
對
す
る
認

の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ま
だ
答
え
を
得
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
引
き
續
き
檢
討
し
て
い
き
た
い）

（（
（

。

　（
三
）
惡
女
や
色
事
に
關
係
す
る
男
女
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
筆
者
が
最
も
㊟
目
し
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。
不
義
密
通
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
㊒
名
な
張
文
遠
と
閻
婆
惜
、
西
門
慶
と
潘
金

、
裴
如
海
と
潘
巧
雲
、
李
固
と

賈
氏
以
外
に
も
、
以
下
の
人
物
は
惡
女
や
色
事
に
關
係
す
る
男
女
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
名
歬
と

單
な
紹
介
を
載
せ
る
。�

　
高
衙
內
：
林
沖
の
妻
を
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
な
く
、「
他
人
の
妻
に

手
を
出
し
て
ば
か
り
い
た
」
と
語
ら
れ
る
好
色
人
物
。�

劉
高
の
妻
：
山
賊
に
捕

ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
宋
江
に
助
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
宋
江
を
賊
の
親
玉
だ
と

糾
彈
し
、
捕
え
て
處
分
す
る
よ
う
夫
を
扇
動
す
る
。
白
秀

：
雷
橫
の
母
を
侮
辱

し
た
こ
と
か
ら
雷
橫
に
毆
り
殺
さ
れ
る
。
知
府
と
良
い
仲
で
あ
っ
た
た
め
、
雷
橫

の
處
遇
は
嚴
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
白
玉
喬
：
雷
橫
の
死
刑
を
求
め
る
白
秀

の

父
親
。
張
旺
：
川
賊
。
奪
っ
た
金
品
を
娼

李
巧
奴
の
所
で
使
い
込
ん
で
い
た
。

李
巧
奴
は
安
衟
全
が
懇
意
に
し
て
い
る
存
在
で
も
あ
り
、
安
衟
全
の
梁
山
泊
行
き

を
阻
ん
だ
こ
と
か
ら
張
順
に
殺
さ
れ
る
。

　
こ
の
他
、
方
臘
の
將
軍
で
あ
る
杜

の
身
を
隱
し
て
い
た
先
が
娼

の
家
と
い

う
設
定
に
な
っ
て
い
る
點
、
百
二
十
回
本
で

對
勢
力
の
頭
と
し
て
登
場
す
る
王

慶
が
「
王
慶
好
的
是
女
色
（
王
慶
が
好
む
の
は
女
色
）」〔
一
〇
一
〕
と
說
朙
さ
れ
て

い
る
點
に
も
㊟
目
し
た
い
。
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し
、
そ
の

分
が
直

話
法
に
よ
る
作
中
人
物
の
聲
の
よ
う
に
解
釋
で
き
る
現
象

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る）

（（
（

。

　
こ
れ
ら
に
關
し
て
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
地
の
文
で
あ
る
と
は
斷
定
し
難
く
、

「
地
の
文
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
」
と
し
て
扱
う
の
に
は
、
愼
重
な
態
度
が
必

要
と
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、『
水
滸
傳
』
に
見
ら
れ
る
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
の
使
用
が
、

全
て
直

話
法
と
閒

話
法
の
混
在
か
ら
來
て
い
る
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。

③
原
來
這
人
是
京
師
㊒
名
的
破

戶
潑
皮
、
呌
做
沒
毛
大
蟲
牛
二
、
…
…
以

此
滿
城
人
見
那
厮
來
都
躱
了
。〔
一
二
〕

　「
原
來
」
は
主
と
し
て
語
り
手
に
よ
る
解
說
や
評
論
の
文
頭
に
用
い
ら
れ
る
語

で
あ
り
、
こ
の
一
文
は
朙
ら
か
に
語
り
手
の
言
說
に
屬
す
。
そ
れ
で
は
、「
以
此

滿
城
人
見
那
人
」
と
せ
ず
「
以
此
滿
城
人
見
那
厮
」
と
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
で
牛
二
を

待
遇
し
て
い
る
主
體
も
ま
た
語
り
手
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の

分
は
語
り
手

の
言

で
あ
り
な
が
ら
、
牛
二
を
見
る
「
滿
城
人
」
の
マ
イ
ナ
ス
感
情
が
「
那

厮
」
の
語
に
强
く
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

⑧
武
松
帶
一
行
人
都
到
店
裡
看
時
、
滿
地
盡
是
酒
漿
、
這
兩
箇
鳥
男
女
正
在

缸
裡
扶
墻

壁
扎
掙
〔
三
〇
〕

　
こ
の
「
兩
箇
鳥
男
女
」
に
も
、
彼
ら
を
見
る
武
松
の
マ
イ
ナ
ス
感
情
が
表
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
武
松
は
「
兩
箇
鳥
男
女
」
の
主
人
で
あ
る

門
神
に

對
し
て
「
休
言
你
這
厮
鳥
蠢
漢
」
な
ど
と
罵
っ
て
お
り
、
彼
の

っ
ぽ
い
言

遣

い
ま
で
も
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
こ
で
は
、
語
り
手
が

作
中
人
物
の
視
點
を
反
映
さ
せ
た
呼
稱
を
用
い
る
こ
と
で
、
語
り
手
と
作
中
人
物

の
聲
が
二
重
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
二
重
の
聲
」
が
現
れ

る

分
に
お
い
て
、
待
遇
の
主
體
は
語
り
手
で
も
あ
り
作
中
人
物
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う）

（（
（

。

　
そ
れ
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
は
、
呼
稱
對
象
を
「
見
る
」
主
體
、
す
な
わ
ち
視

⑪
衆
人
把
武
松
推
搶
入
去
、
剝
了
衣
裳
、
奪
了
戒
刀
包
裏
揪
過
來
、
挷
在
大

柳
樹
上
、敎
取
一
束

條
來
細
細
的
打
那
厮
。
却

打
得
三
五
下
…
…〔
三
二
〕

（
吉
川
幸
次
郞
、
淸
水

譯
：
人
々
、
武
松
を
そ
こ
へ
む
り
や
り
連
れ
込
み
ま
す
と

…
…
籘
の
む
ち
を
取
っ
て
來
い
、
こ
い
つ
を
き
び
し
く
た
た
く
ん
だ
と
、
四
、
五
回

た
た
い
た
と
き
…
…）
（（
（

）

　
一
般
的
な
閒

話
法
で
あ
れ
ば
、「
打
那
厮
」
の

分
は
「
打
他
」「
打
武
松
」

な
ど
の
よ
う
に
す
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
線

「
取
一
束

條
來
细
细
的
打
那
厮
」
は
む
し
ろ
直

話
法
に
よ
る
セ
リ
フ
に
近
く
、
吉
川
幸
次

郞
、
淸
水

譯
『
完
譯
水
滸
傳
』
で
も
直

話
法
的
に
譯
さ
れ
て
い
る
。

②
柴
進
一
來
要
看
林
冲
本
事
、
二
者
要
林
冲
贏
他
、
滅
那
厮
嘴
。〔
九
〕

㊲
宋
江
巳
知
中
了
奸
計
、
必
是
賊
臣
們
下
了

酒
。〔
一
〇
〇
〕

　
右
の
よ
う
な
例
も
地
の
文
と
セ
リ
フ
（
或
い
は
モ
ノ
ロ
ー
グ
）
の
區
別
が
つ
き
に

く
く
、
例
え
ば

線

の
歬
に
「
衟
」「
心
中
衟
」
を
つ
け
れ
ば
セ
リ
フ
と
し
て

も
機
能
す
る
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
敎
」「
叫
」
な
ど
の
使
役
動
詞
や

「
要
」
な
ど
の
思
考
動
詞
、「
說
」
な
ど
の
傳
逹
動
詞
で
引
用
の
マ
ー
カ
ー
「
衟
」

を
伴
わ
な
い
も
の
の
直
後
が
直

話
法
的
に
な
る
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る）
（（
（

。

　
小
松
謙
氏
は
容
與
堂
本
『
水
滸
傳
』
に
見
ら
れ
る
閒

話
法
と
直

話
法
の
混

在
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、「
講
談
が
口
頭
で
語
ら
れ
る
場
合
…
…
は
じ
め
閒

話
法
で
始
ま
っ
た
も
の
が
、
途
中
か
ら
直

話
法
に
變
化
し
て
い
っ
た
と
し
て

も
、
聞
き
手
は
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
を
覺
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
話
法

の
混
在
に
は
口
頭

能
に
お
け
る
白
話
文
の
パ
タ
ー
ン
が
影
响
し
て
い
る
だ
ろ
う

こ
と
、
讀
む
た
め
の
テ
キ
ス
ト
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
れ
ら
の
要
素
が
、
百
二
十
回

本
や
金
聖
嘆
本
で
は
直

話
法
に
變
更
さ
れ
る
な
ど
の
修
正
が
加
わ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
指

し
て
い
る）
（（
（

。
そ
の
他
、
申
丹
氏
や
中
里
見

氏
は
中
國
語
の
特

と
し
て
「
從
屬
節
意

の
弱
さ
」
を
擧
げ
て
お
り
、
從
屬
節
が
傳
逹

か
ら
獨
立



『
水
滸
傳
』
の
人
物
呼
稱
に
見
え
る
待
遇
表
現

九
九

置
づ
け
を
强
調
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
と
對
立
す
る
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
の
善
玉

性
、
正
當
性
を
際
立
た
せ
る
效
果
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
讀
者
と
物
語
世
界
の
距
離
を
縮
め
、
讀
者
と
語
り
手
の
距
離
を

縮
め
る
と
い
う
も
の
。
惡
玉
人
物
を
貶
め
る
呼
稱
、

ち
善
玉
人
物
側
・
主
人
公

側
に
肩
入
れ
し
た
表
現
を
と
る
こ
と
で
、
主
人
公
側
に
感
情
移
入
し
て
い
る
讀
者

の
共
感
を
煽
り
、
讀
者
を
よ
り
物
語
世
界
に
入
り
込
み
や
す
く
す
る
。
惡
玉
人
物

に
對
す
る
マ
イ
ナ
ス
感
情
の
共
㊒
を
通
し
て
、
作
中
人
物
・
語
り
手
・
讀
者
の
距

離
を
縮
め
、
一
體
感
を
生
み
、
場
の
一
體
化
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
讀
者
が
物
語
世
界
を
最
も
直

的
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
直

話
法

に
よ
る
會
話

分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
作
中
人
物
た
ち
の
セ
リ
フ
の
應

酬
は
、
ま
る
で
今
目
の
歬
で
ド
ラ
マ
が
繰
り
廣
げ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覺

を
も
た
ら
す
。
直

話
法
→
閒

話
法
→
地
の
文
に
よ
る

寫
→
說
朙
→
論
評
と

語
り
手
の
介
入
が
强
く
な
る
ほ
ど
、
物
語
世
界
と
讀
者
の
距
離
は
開
い
て
い
く
。

そ
の
か
わ
り
に
、
讀
者
の
解
釋
の
餘
地
が
狹
ま
り
、
作
品
が
設
定
す
る
情
報
（
公

式
設
定
と
で
も
言
う
べ
き
か
）
を
傳
逹
す
る
際
の
正
確
性
は
增
す
。『
水
滸
傳
』
に

お
け
る
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
の
使
用
は
、
讀
者
と
物
語
世
界
を
近
づ
け
な
が
ら
も
、
作

品
が
設
定
す
る
價
値

念
を
效
果
的
に
傳
逹
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
機
能
を
同
時

に
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
實
際
の
口
頭

能
の
場
に
お
い
て
も
、
講
釋
師
が
「
那
厮
」「
那
賊
禿
」
な
ど

の
呼
稱
を
用
い
て
惡
玉
人
物
を
語
り
、
善
玉
人
物
に
感
情
移
入
し
な
が
ら
物
語
を

聞
い
て
い
る
聽
衆
の
共
感
を
煽
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
大
い
に
㊒
り
得
る
と
思
わ

れ
る
。
大
木
康
氏
は
白
話
小
說
の
文

に
つ
い
て
、「
講
釋
師
が

客
を
歬
に
話

を
語
っ
て
い
る
寄
席
の
狀
況
を
錄
♫
し
た
ら
こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

を
意
圖
し
た
書
き
方
」
で
あ
り
、「
小
說
の
作
者
は
口
う
る
さ
い
聽
衆
の
存
在
を

假
定
し
て
敍
述
を
進
め
て
い
る
と
い
え
る
」
と
說
朙
し
て
い
る）

（（
（

。『
水
滸
傳
』
に

點
人
物
と
な
る
作
中
人
物
の
待
遇
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
マ
イ

ナ
ス
呼
稱
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
上
記
の
例
の
よ
う
に
「
見
／
看
」
と
い
っ
た
視

覺
に
關
わ
る
動
詞
に
よ
っ
て
視
點
人
物
が
朙
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
場
合
や
、

文
脉
上
特
定
の
視
點
人
物
が
想
定
さ
れ
な
い
場
合
も
多
い
。
ま
た
、
單
に
視
點
人

物
と
い
う
こ
と
で
考
え
れ
ば
、
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
と
對
立
す
る
惡
玉
人
物
の
視
點

で
物
語
が
展
開
す
る
こ
と
も
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
こ
そ
が

マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
抱
く
對
象
で
あ
っ
て
、
セ
リ
フ
で
は

々
な
罵
詈
雜
言
を
ぶ

つ
け
て
く
る
が
、
惡
玉
人
物
視
點
の
地
の
文
に
お
い
て
、
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
が
マ

イ
ナ
ス
呼
稱
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
つ
ま
り
、
語
り
手
が
反
映
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
場
ご
と
の
視
點
人
物
と
い
う

よ
り
も
、
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
の
感
情
や
認

で
あ
り
、
實
際
に
そ
の
場
面
で
梁
山

泊
メ
ン
バ
ー
が
見
て
い
る
か
見
て
い
な
い
か
に
は
關
係
な
く
、
彼
ら
中
心
人
物
た

ち
に
「
肩
入
れ
し
た
語
り
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
嚴
密
に
言
え
ば
、
先
に

筆
者
が
「
二
重
の
聲
」
で
あ
る
と
し
た
、
牛
二
を
「
那
厮
」
と
呼
ぶ
聲
は
、
語
り

手
の
聲
で
あ
り
、「
滿
城
人
」
の
聲
で
あ
り
、
牛
二
と
對
立
す
る
楊
志
の
聲
で
も

あ
る
と
い
う
、
三
重
の
聲
、
三
重
の
待
遇
が
想
定
さ
れ
得
る
。

四
　
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
の
⺇
能
と
效
果

　『
水
滸
傳
』
の
語
り
の
中
で
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
が
果
た
す
機
能
に
つ
い
て
、
筆
者

は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

　
一
つ
は
、
呼
稱
對
象
と
な
る
作
中
人
物
の
物
語
內
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
、
よ

り
朙
確
な
も
の
と
し
て
讀
者
へ
傳
逹
す
る
と
い
う
も
の
。
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼
稱

で
は
な
く
マ
イ
ナ
ス
待
遇
の
呼
稱
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
對
象
と

な
る
人
物
が
『
水
滸
傳
』
に
お
け
る
惡
玉
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
物
語
の
決
定
事

項
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
讀
者
に
傳
逹
さ
れ
る
。
惡
玉
人
物
の
惡
玉
と
し
て
の
位
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一
〇
〇

張
見
。
石
秀
自
肚

暗
忖
衟
「
…
…
原
來
這
婆
娘
倒
不
是
個
良
人
…
…
」

石
秀
此
時
巳
㊒
三
分
在
意
了
、便
揭
起
布
簾
走
將
出
來
。
那
和
尙
放
下

盞
、

便
衟
「
大
郞
請
坐
」
這
婦
人
便
察
口
衟
「
這
個
叔
叔
便
是
拙
夫
新
認
義
的
兄

弟
」〔
四
五
〕

　
石
秀
が
潘
巧
雲
と
裴
如
海
の

子
を
窺
い
見
て
、
二
人
の
關
係
を
怪
し
む
場
面

で
あ
る
。
金
聖
嘆
本
で
は
、
作
中
人
物
の
「
眼
」
を
强
調
す
る
、
石
秀
の
疑
念
が

確
信
に
か
わ
る
段
階
を
「
二
分
」「
三
分
」（
最
終
的
に
は
「
瞧
到
十
分
」）
と
論
理

的
に

く
、「
連
手
」「

將
」「
連
忙
」
な
ど
の
連
用
修
餝
語
に
よ
っ
て

寫
を

精
彩
に
す
る
と
い
っ
た
變
更
が
見
ら
れ
る
が
、
最
も
㊟
目
す
べ
き
は
潘
巧
雲
と
裴

如
海
に
對
す
る
呼
稱
の
變
化
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
ず
っ
と
「
婦
人
」「
和
尙
」
と

比
較
的
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼
稱
で
指
示
さ
れ
て
き
た
二
人
は
、
石
秀
が
「
三
分

悟
っ
た
」
の
を

に
「
淫
婦
」「
賊
禿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以

全
て

「
淫
婦
」「
賊
禿
」
呼
稱
で
統
一
さ
れ
る
。

　
上
記
場
面
の
後
に

か
れ
る
法
要
の
シ
ー
ン
で
、
金
聖
嘆
は
以
下
の
評
を
加
え

て
い
る
。〈
　
〉
內
に
評
を
示
す
。

只
見
那
淫
婦
〈
只
見
二
字
、
總
是
那
淫
婦
、
那
賊
禿
、
那
一
堂
和
尙
三
段
之

頭
、
皆
石
秀
眼
中
事
〉
喬
素
梳
粧
、
來
到
法
壇
上
、
手
捉
香
爐
、
拈
香
禮
佛
。

〈
極
寫
石
秀
眼
裏
不
堪
〉
那
賊
禿
越
逞
精
神
、
摇
着
鈴
杵
、
唱
動
眞
言
。〈
極

寫
石
秀
眼
裏
不
堪
〉
那
一
堂
和
尙
見
…
…
〔
四
四
〕

　
評
の
內
容
に
は
、「「
只
見
」
二
字
、
總
て
是
れ
「
那
淫
婦
」「
那
賊
禿
」「
那
一

堂
和
尙
」
三
段
の
頭
な
る
は
、
皆
石
秀
の
眼
中
の
事
な
り
」、「
極
め
て
石
秀
の
眼

裏
の
堪
へ
ざ
る
こ
と
を
寫
す
」
と
あ
る
。
こ
の

分
は
全
て
石
秀
の
眼
中
の
出
來

お
け
る
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
の
使
用
は
、
口
頭

能
の
影
响
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
と
共
に
、「
讀
む
た
め
の
テ
キ
ス
ト
」
と
い
う

種
の
媒
體
の
中
で
、
口
頭

能
と
同

の
效
果
ま
で
再
現
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
も
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　「
肩
入
れ
し
た
語
り
」
か
ら
視
點
の
反
映
へ

　
　
　―

―

金
圣
嘆
本
の
改
變

　
本
稿
の
分
析
對
象
で
あ
る
容
與
堂
本
は
、
現
在
目
し
得
る
『
水
滸
傳
』
の
テ
キ

ス
ト
の
う
ち
完
全
な
形
で
殘
る
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
朙
の

曆
年
閒
（
一
五
七

三
～
一
六
二
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
征
田
虎
・
王
慶
故
事
二
十
回
分
を

追
加
し
た
百
二
十
回
本
が
世
に
出
さ
れ
、
朙
朝
滅
亡
閒
近
の
崇
禎
十
四
年
（
一
六

四
一
）、
梁
山
泊
集
結
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
削
除
し
た
（
所
謂
「
腰
斬
」）、
七
十
回

本
『
水
滸
傳
』
が
金
聖
嘆
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
。
金
聖
嘆
本
で
は
腰
斬
以

外
に
も
詩
詞
騈
語
を
削
っ
た
り
文

を
書
き
換
え
た
り
と
い
っ
た
改
變
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
改
變
に
は
呼
稱
に
關
係
す
る

分
も
あ
る）
（（
（

。

【
金
聖
嘆
本
】
那
和
尙
連
手

。
兩
雙
眼
涎
瞪
瞪
的
只
顧
睃
那
婦
人
的
眼
、

這
婦
人
一
雙
眼
也
笑
迷
迷
的
只
管
睃
這
和
尙
的
眼
。
自
古
色
膽
如
天
、
却
不

防
石
秀
在
布
簾
裏
一
眼
張
見
。
早
瞧
科
了
二
分
、
衟
「
…
…
原
來
這
婆
娘
倒

不
是
箇
良
人
…
…
」
石
秀
一
想
、
一
發
㊒
三
分
瞧
科
了
、
便
揭
起
布
簾
、

將
出
來
。
那
賊
禿
連
忙
放

、
便
衟
「
大
郞
請
坐
」
這
淫
婦
便
插
口
衟
「
這

箇
叔
叔
便
是
拙
夫
新
認
義
的
兄
弟
」〔
四
四
〕

【
容
與
堂
本
】
那
和
尙
一
頭

。
兩

眼
涎
瞪
瞪
的
只
顧
看
那
婦
人
身
上
、

這
婦
人
也
嘻
嘻
的
笑
着
看
這
和
尙
。
人
衟
色
膽
如
天
、
却
不
妨
石
秀
在
布
簾



『
水
滸
傳
』
の
人
物
呼
稱
に
見
え
る
待
遇
表
現

一
〇
一

向
け
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
水
滸
傳
』
の
地
の
文
に
㊟
目

し
、
作
品
の
語
り
手
が
マ
イ
ナ
ス
待
遇
の
呼
稱
に
よ
っ
て
作
中
人
物
を
指
示
す
る

現
象
に
つ
い
て
指

し
た
上
で
、
そ
の
使
用
對
象
及
び
使
用
箇
所
に
見
ら
れ
る
傾

向
と
、
そ
れ
ら
が
「
語
り
」
に
お
い
て
果
た
す
機
能
や
效
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

あ
る
價
値

念
や
思
想
を
傳
え
よ
う
と
す
る
際
に
、
物
語
は
ど
の
よ
う
な
表
現
を

採
る
の
か
。
多

な
「
語
り
」
の
一
側
面
に
切
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　
今
後
は
『
水
滸
傳
』
他
版
本
と
の
よ
り
詳
細
な
比
較
、
他
の
白
話
小
說
や
戲
曲

作
品
と
の
比
較
を
通
し
て
、
今
回
分
析
し
た
容
與
堂
本
『
水
滸
傳
』
に
お
け
る
呼

稱
使
用
が
、
白
話
文
學
の
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
あ
る
の
か
を
檢

討
し
て
い
く
と
共
に
、「
讀
む
た
め
の
テ
キ
ス
ト
」
の
上
で
展
開
さ
れ
る
口
頭

能
の

倣
と

能
要
素
の
排
除
が
意
味
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

事
に
な
っ
て
お
り
、「
淫
婦
」「
賊
禿
」
の
呼
稱
に
は
、
視
點
人
物
で
あ
る
石
秀

の
「
見
る
に
堪
え
な
い
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
認

や
感
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
以

は
石
秀
が
不
在
の
場
面
で
も
「
淫
婦
」「
賊
禿
」
が
用

い
ら
れ
、
石
秀
の
待
遇
に
沿
っ
た
呼
稱
使
用
が
繼
續
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
金
聖
嘆

本
で
は
石
秀
の
認

の
變
化
に
よ
っ
て
、
地
の
文
に
お
け
る
潘
巧
雲
と
裴
如
海
の

呼
稱
も
變
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
は
非
常
に
近
代
的
且
つ

論
理
的
な
意

が
伺
わ
れ
る
。

　
一
方
容
與
堂
本
で
は
、
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
が
用
い
ら
れ
る
の
は
法
要
の
シ

ー
ン
の
後
半
、
氣
持
ち
の
高
ま
っ
た
潘
巧
雲
が
下
女
を
使
っ
て
裴
如
海
を
呼
び
、

い
そ
い
そ
と
裴
如
海
が
や
っ
て
く
る

分
（
⑬
那
賊
禿

忙
來
到
婦
人
面
歬
）
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
後
「
賊
禿
」
呼
稱
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
賊
禿
」「
和

尙
」「
海
闍
黎
」
が
混
在
し
た
狀
態
で
物
語
が
進
む
。
石
秀
に
肩
入
れ
し
た
語
り
、

石
秀
の
待
遇
を
反
映
し
た
語
り
に
な
っ
て
い
る
點
は
共
通
す
る
が
、
金
聖
嘆
本
と

比
べ
、
な
ぜ
「
こ
の

分
で
」
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
を
用
い
る
の
か
、
そ
の
使
い
分
け

の
基
準
は
朙
確
で
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い）

（（
（

。

　
歬
節
で
述
べ
た
「
惡
玉
人
物
の
惡
玉
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
强
調
す
る
」「
作

中
人
物
・
語
り
手
・
讀
者
の
距
離
を
縮
め
、
一
體
感
を
生
む
」
と
い
っ
た
機
能
を

果
た
す
だ
け
で
あ
れ
ば
、
容
與
堂
本
の
よ
う
に
、

分
的
に
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
を
用

い
る
の
で
も
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
新
た
な
必
然
性
と
論
理
性
を
求
め

た
と
き
、『
水
滸
傳
』
は
「
讀
む
た
め
の
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
、
更
な
る
進
化
を

遂
げ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
の
呼
稱
や
罵
語
に
關
す
る
硏
究
は
、
ど
の
よ
う
な
作
中
人
物
が
ど
の

よ
う
な
語
を
發
す
る
か
と
い
う
セ
リ
フ
の
分
析
が
中
心
で
あ
り
、
地
の
文
に
目
が



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
〇
二

一覽表

回 呼稱表現 呼稱對象 內容
① 7 那厮 高衙內 那厮在東京倚勢豪强、專一愛淫妬人家妻女
*② 9 那厮 洪敎頭 柴進一來要看林冲本事、二者要林冲贏他、滅那厮嘴
③ 12 那厮 牛二 原來這人是京師㊒名的破 戶潑皮、叫做沒毛大蟲牛二…以此滿

城人見那厮來都躱了
④ 21 那厮 張文遠 這張文遠 是宋江的同房押司。那厮喚做小張三、生得眉淸目秀、

齒白唇紅……
⑤ 24 這厮 西門慶 西門慶這厮一雙眼只看着那婦人、這婆娘也把眼偷睃西門慶
⑥ 26 那厮 西門慶 這條街上遠近人家無㊒一人不知此事、却都懼怕西門慶那厮是個

刁徒潑皮、誰肯來多管
⑦ 26 淫婦 潘金 武松伸手去凳子邉、提了淫婦的頭……
⑧ 30 鳥男女 （ 門神店）

酒保
武松帶一行人都到店裡看時、滿地盡是酒漿、這兩箇鳥男女正在
缸裡扶墻 壁扎掙

*⑨ 30 這厮 武松 且呌送去機密房 監收、天朙 和這厮說話
⑩ 30 那厮 兩箇公人 施恩見不是話頭、便取十來兩銀子送與他兩箇公人、那厮兩箇那

里肯 ……
*⑪ 32 那厮 武松 衆人把武松推搶入去……挷在大柳樹上、敎取一束 條來細細的

打那厮
⑫ 33 那厮 劉高 劉髙那厮終是個文官、還㊒些謀畧筭計
⑬ 45 賊禿 裴如海 那賊禿 忙來到婦人面歬。這婆娘扯住和尙䄂子、說衟……
⑭ 45 賊禿 裴如海 却說海闍黎這賊禿、单爲這婦人結拜潘公做乾爺
⑮ 45 賊禿 裴如海 朞日約定了、那賊禿磨鎗俻劍、整頓精神、先在山門下伺候着
⑯ 45 賊禿 裴如海 原來這賊禿爲這個婦人、特地對付下這等㊒力氣的好酒
⑰ 45 賊禿 裴如海 那婦人衟「師兄你關我在這里怎的」這賊禿淫心 漾、向歬捧住

那婦人說衟……
⑱ 51 娼 白秀 那娼 見父親被雷橫打了、 帶重傷、呌一乘轎子逕到知縣衙內
⑲ 51 那厮 白玉喬 怎奈白玉喬那厮、催併叠成文案、要知縣斷敎雷橫命
⑳ 65 這厮 張旺 張順在燈影下張時、却見是截江鬼張旺。原來這厮、但是江中尋

得些財、便來他家使
*� 67 潑婦賊奴 賈氏・李固 盧俊義得令、手拿短刀、自下堂來、大罵潑婦賊奴、就將二人割

腹剜心
*� 75 這厮 李虞候・

張幹辨
見這李虞候、張幹辦在宋江歬面指手劃脚、你來我去、都㊒心要
殺這厮

� 75 男女 張幹辦・
李虞候

這兩箇男女不知身巳多大、裝煞臭么

*� 85 蠻子 梁山泊軍 且說定安國舅與同三箇侍郞……備細奏說宋江詐䧏一事、因此被
那夥蠻子占了霸州

*� 85 蠻子 梁山泊軍 大遼國主准奏赦了歐陽侍郞。再說兀顏統軍、如何收伏這蠻子、
恢復城池

� 97 那厮 鄭彪 且說鄭魔君那厮、 引兵赶將來
� 98 那厮 杜 秦朙也把出本事來、不放方杰些空處、 不隄防杜 那厮在馬後

……
� 98 那厮 杜 杜 那厮躱在他原養的娼 王嬌嬌家、被他社老獻將出來
� 100 賊臣 京・ 貫・

高俅・楊戬
（以下四臣に略）

當此之時、 是 京、 貫、高俅、楊戬四個賊臣、變亂天下、
壞國壞家壞民

� 100 賊臣 高俅・楊戬 兩箇賊臣計議定了、着心腹人出來尋覓兩箇廬州土人……
� 100 奸臣 四臣 四箇奸臣定了計䇿、引領原吿人入內、諬奏天子
� 100 賊臣 四臣 盧俊義頓首謝恩、出朝囘還廬州、全然不知四箇賊臣設計相害
� 100 賊臣 四臣 且說 京、 貫、高俅、楊戬四箇賊臣計較定了……
� 100 奸臣 四臣 上皇無奈、終被奸臣䜛侫所惑
� 100 賊 高俅・楊戬 眼見得這使臣亦是高俅、楊戬二賊手下心腹之輩
� 100 奸臣 四臣 天數只註宋公朙合當命盡、不朞被這奸臣們將御酒內放了慢
� 100 賊臣 四臣 宋江巳知中了奸計、必是賊臣們下了 酒……
� 100 賊 四臣 上皇終被四賊曲爲掩餝、不加其罪



『
水
滸
傳
』
の
人
物
呼
稱
に
見
え
る
待
遇
表
現

一
〇
三

九
九
〇
年
）
に
據
る
。

（
５
）　
こ
の

分
は
虛
構
の
聞
き
手
が
顯
在
化
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、
虛
構
の
講
釋
師

が
解
き
朙
か
す
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

（
６
）　
山
崎
直
樹
「
テ
ク
ス
ト
の
繼
續
性
と
固
㊒
名
詞
」（『
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏

究
科
紀
要
』
別
册
第
一
四
集
、
文
學
・

術
學
編
、
一
九
八
七
年
）
は
、
人
名
の
フ

ル
フ
ォ
ー
ム
（
例
え
ば
「
趙
雲
」）、
中
閒
形
式
（
趙
雲
の
一

で
あ
る
「
雲
」）、
ゼ

ロ
代
名
詞
（
主
題
の
省
略
。「
趙
雲
」
も
「
雲
」
も
使
わ
な
い
）
と
い
う
形
式
の
違

い
が
、
鄰

す
る
文
と
の
繼
續
性
の
高
低
を
示
す
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

筆
者
が
取
り
上
げ
た
「
魯
逹
」「
魯
提
鎋
」
な
ど
に
關
し
て
も
、
意
味
の
繫
が
り
が

比
較
的
弱
い

分
で
呼
び
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
７
）　
仙
石
知
子
「

中
國
の
女
性
の
名―

排
行
に
よ
る
呼
稱
と
親
族
稱
謂
語
か
ら
」

（『
中
國―

社
會
と
文
化
』
第
二
十
號
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
身
分
的
に
個
別
の
名
歬

が
必
要
と
な
る

女
や
下
女
を
除
き
、
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
は
順
次
を
示
す
字
と

親
族
稱
謂
語
に
よ
る
實
用
的
な
名
（「
五
嫂
」
な
ど
）
こ
そ
が
必
要
不
可
缺
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
名
は
無
く
て
も

が
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
８
）　
プ
ラ
ス
の
待
遇
を
表
す
呼
稱
に
つ
い
て
は
今
回
取
り
上
げ
な
い
。「

雄
」「
義

士
」
な
ど
美
稱
と
捉
え
ら
れ
る
呼
稱
が
地
の
文
で
用
い
ら
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、

單
に
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
を
表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
く
、
別
途
考

察
が
必
要
で
あ
る
。

（
９
）　
白
話
作
品
に
お
け
る
卑
罵
語
に
關
す
る
先
行
硏
究
と
し
て
は
、
主
に
以
下
の
諸
論

考
を
參
照
し
た
。
野
崎
駿
平
「
元
の
雜
劇
に
あ
ら
わ
れ
た
「
詈
詞
」
に
つ
い
て
」

（『
中
國
語
學
』
第
五
八
號
、
一
九
五
七
年
）、
塚
本
照
和
「
紅
樓

に
お
け
る
「
詈

詞
」
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第
一
六
號
、
一
九
六
六
年
）、
寺
村
政
男
「「
水

滸
傳
」
か
ら
「
金
甁
梅
詞
話
」
へ
の
變
化―

罵
語
を
中
心
と
し
て
」（『
中
國
總
合
硏

究
』
創
刊
號
、
一
九
七
五
年
）、
川
島
優
子
「『
金
甁
梅
』
罵
語
考―

吳
⺼
娘
の
罵
語

㊟
（
１
）　
本
稿
で
は
、
作
中
人
物
の
發
話
（
心
內
語
を
含
む
）
を
直

的
に
再
現
し
て
い
る

分
を
「
セ
リ
フ
」、
版
本
上
の
特

と
し
て
基
本
的
に
改
行
及
び
一
字
下
げ
の
處

理
が
行
わ
れ
る

文
も
し
く
は
美
文
體
の

分
を
「
詩
詞
騈
語
」、
上
記
二
つ
の
ど

ち
ら
に
も
當
て
は
ま
ら
な
い
、
物
語
全
體
の
語
り
手
に
よ
る
語
り
と
見
做
せ
る

分

を
「
地
の
文
」
と
定
義
す
る
。

（
２
）　
辻
村
敏
樹
『

語
論
考
』（
朙
治
書
院
、
一
九
九
二
年
、
一
三
一
頁
）

（
３
）　
古
典
白
話
小
說
硏
究
で
「
待
遇
」
の
槪
念
を
用
い
て
い
る
先
行
硏
究
に
は
、
管
見

の
限
り
で
は

木
典
子
「
水
滸
傳
の
待
遇
表
現
」（『
開
篇
』
第
二
一
號
、
二
〇
〇
二

年
）、
邢
文
柱
氏
の
諸
論
文
（「『
三
國
演
義
』
に
見
る
待
遇
表
現―

侮

表
現
を
中

心
に
」（『
比
較
文
化
硏
究
』
第
六
八
號
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
）
が
あ
る
が
、
主
に

議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
セ
リ
フ
に
お
け
る
作
中
人
物
の
待
遇
で
あ
り
、
語
り
手
の
待

遇
問
題
を
朙
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
本
稿
と
は
趣
旨
を

に
す
る
。
ま
た
、「
待
遇
」

の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
語
り
手
の
待
遇
を
表
す
呼
稱
に
關
連
す
る
內

容
を
持
つ
先
行
硏
究
と
し
て
は
、
鈴
木
陽
一
「『
西
遊
記
』
に
お
け
る
人
物
形
象
の

再
檢
討
（
二
）―

猪
八
戒
と
孫
悟
空
」（『
言
語
文
化
硏
究
』
創
刊
號
、
一
九
八
一
年
、

一
三
五
～
一
三
六
頁
）
に
「
八
戒
は
、
三

や
悟
空
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
小
說
の
語

り
手
か
ら
も
、
獃
子
（
バ
カ
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
小
說
の
地
の
文
で
、
終
止
「
バ

カ
は
言
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
る
な
ど
は
中
國
小
說
史
上
稀
㊒
の
こ
と
と
言
っ
て
よ

い
」
と
の
指

が
あ
る
ほ
か
、
小
松
謙
『「
現
實
」
の
浮
上―

「
せ
り
ふ
」
と
「

寫
」
の
中
國
文
學
史
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
に
『
淸
平
山
堂
話
本
』
の
地

の
文
に
お
け
る

稱
の
使
用
や
『
水
滸
傳
』
の
「
婆
娘
」（
小
松
氏
は

稱
と
し
て

い
る
）
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
４
）　
百
回
本
は
『
朙
容
與
堂

水
滸
傳
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）、
百
二

十
回
本
は
『
一
百
二
十
回
的
水
滸
』（
香
港
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
年
）、
七
十
回

本
は
『
第
五
才
子
書
施
耐

水
滸
傳
』（
古
本
小
說
集
成
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
〇
四

は
そ
の
正
義
を
强
調
し
、
或
い
は

役
の
「
惡
」「
毒
」
を
强
調
し
て
、
好
漢
と

役
の

對
關
係
が
「
善
玉VS

惡
玉
」
の
對
立
の
圖
式
と
し
て
讀
ま
れ
る
よ
う
に
要

請
す
る
、
か
な
り
顯

な
傾
向
が
存
在
す
る
」
と
述
べ
る
。
插
增

分
の
マ
イ
ナ
ス

呼
稱
も

役
の
惡
を
强
調
し
た
結
果
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
13
）　
拙
論
「『
水
滸
傳
』
の
語
り
を
め
ぐ
る
考
察―

人
物

寫
を
中
心
に
」（『
東
方
學
』

第
一
二
六
輯
、
二
〇
一
三
年
）

（
14
）　『
完
譯
水
滸
傳
』（
吉
川
幸
次
郞
、
淸
水

譯
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
卷
三
、

三
三
一
頁
）

（
15
）　『
水
滸
傳
』
で
は
ほ
と
ん
ど
の
發
話
文
の
歬
に
「
衟
」
が
つ
い
て
お
り
、
引
用
符

號
と
同
等
の
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　
小
松
、
歬
揭
㊟
（
３
）�

、
二
三
八
頁
。
た
だ
し
一
覽
表
の
＊

分
は
金
聖
嘆
本
で

も
變
更
さ
れ
て
い
な
い
。

（
17
）　
申
丹
『
敍
述
學
與
小
說
文
體
學
硏
究
』（
第
二
版
、
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
）
第
十

第
四
節
「
中
國
小
說
敍
述
中
轉
述
語
的
獨
特
性
」、
中
里
見

「
中

國
語
の
自
由
閒

話
法
に
つ
い
て
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
』
別
册
第
七
號
、

二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。
西
歐
言
語
に
お
い
て
、
發
言
者
や
思
考
者
を
示
す
傳
逹

（「
彼
は
～
と
言
っ
た
」
等
）
を
伴
わ
ず
、
時
制
と
人
稱
が
語
り
手
の
視
點
に
な
っ
て

い
る
敍
法
を
自
由
閒

話
法
、
時
制
と
人
稱
が
作
中
人
物
の
視
點
に
な
っ
て
い
る
敍

法
を
自
由
直

話
法
と
呼
ぶ
。
中
國
語
で
は
時
制
に
よ
る
動
詞
の
形
態
變
化
が
起
こ

ら
な
い
た
め
、
兩
者
を
區
別
す
る
に
は
人
稱
に
據
る
し
か
な
い
が
、
主
語
が
省
略
さ

れ
て
い
る
場
合
、
兩
者
を

別
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
申
丹
氏
は
そ
の
よ
う

な
文
を
自
由
閒

話
法
と
自
由
直

話
法
の
「
兩
可
型
」
と
名
付
け
、
中
里
見
氏
も

ま
た
兩
者
の
區
分
を
捨
象
し
、
一
括
し
て
「
自
由
式
話
法
」
と
命
名
し
て
い
る
。
こ

の
他
、
橋
本
陽
介
『
物
語
に
お
け
る
時
閒
と
話
法
の
比
較
詩
學
』（
水
聲
社
、
二
〇

一
四
年
）
は
、「
兩
可
型
」
や
「
自
由
式
話
法
」
を
、
作
中
人
物
の
內
的
言
語
や
內

的
感
情
が
作
中
人
物
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
語
ら
れ
る
と
い
う
特

が
あ
る
こ
と
か

に
つ
い
て
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
八
號
、
二
〇
〇
三
年
）、
渡
邊
博
文
「『
紅

樓

』
に
お
け
る
罵
倒
語
の
類
型
と
意
味
」（『
人
文
硏
究
』
第
一
五
六
號
、
二
〇
〇

五
年
）、
李
炳
澤
『
咒
與
罵
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
文
孟
君
『
罵

詈
語
』（
新

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
劉
福
根
『
漢
語
詈
詞
硏
究
』（
浙
江
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
ま
た
、
辭
書
類
に
は
主
に
以
下
を
參
照
し
た
。�

張
相
編

『
詩
詞
曲
語
辭
匯
釋
』（
中

書
局
、
一
九
五
三
年
）、
林
紹
德
編

『
詩
詞
曲
詞
語

雜
釋
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、
陸
澹
安
編

『
小
說
詞
語
匯
釋
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
六
四
年
）、
羅
竹
風
主
編
『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
辭
書
出
版

社
、
一
九
八
六
年
）、
劉
法
白
、
劉

編

『
水
滸
語
詞
詞
典
』（
上
海
辭
書
出
版

社
、
一
九
八
九
年
）

（
10
）　
高
島
俊
男
『
水
滸
傳
の
世
界
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
頁
。
初
出
は

大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
）

（
11
）　『
水
滸
傳
』
の
中
で
「
婦
人
」
と
共
に
頻
用
さ
れ
る
「
婆
娘
」
は
、
婦
女
の
通
稱

と
し
て
も
妻
を
意
味
す
る
呼
稱
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
陶
宗
儀
に
よ
る
元
末
朙
初
の

隨
筆
集
『
南
村
輟
畊
錄
』
卷
十
四
（
中

書
局
、
一
九
五
九
年
）「
婦
女
曰
娘
」
の

條
に
は
「
謂
婦
人
之
卑
賤
者
曰
某
娘
、
曰
幾
娘
、
鄙
之
曰
婆
娘
（
婦
人
の
卑
賤
な
る

者
を
謂
ひ
て
某
娘
と
曰
ひ
、
幾
娘
と
曰
ひ
、
之
を
鄙
し
み
て
婆
娘
と
曰
ふ
）」
と
あ
り
、

稱
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
婦
人
」
と
等
價
の
呼
び
換
え
を
し
て
い
る
場
合
が
多
い

と
い
う
理
由
か
ら
、
今
回
「
婆
娘
」
を
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
に
含
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
が
、
そ
の
指
示
對
象
が
ほ
ぼ
惡
女
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
セ
リ
フ
內
で
罵
り

語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
る
に
、「
婦
人
」
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
待
遇

の
度
合
い
が
强
い
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）　
中
鉢
雅
量
『
中
國
小
說
史
硏
究―

水
滸
傳
を
中
心
と
し
て
』（
汲
古
書
院
、
一
九

九
六
年
、
一
八
七
頁
）
參
照
。
ま
た
、
笠
井
直
美
「『
水
滸
』
に
お
け
る
「
對
立
」

の
構
圖
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
一
二
二
號
、
一
九
九
三
年
、
七
二
頁
）
は
、

百
二
十
回
本
に
「
好
漢
の
凶
惡
な
側
面
を
抹
消
し
た
り
目
立
た
ぬ
よ
う
に
し
、
或
い



『
水
滸
傳
』
の
人
物
呼
稱
に
見
え
る
待
遇
表
現

一
〇
五

ら
、「
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
語
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。

（
18
）　「
二
重
の
聲
」
は
、
自
由
閒

話
法
の
機
能
を
論
じ
る
際
に
多
く
用
い
ら
れ
る
表

現
で
あ
る
。
歬
田

一
『
物
語
の
方
法
論―

言

と
語
り
の
意
味
論
的
考
察
』（
多

賀
出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
）
は
、
體
驗
話
法
（
自
由
閒

話

法
）
に
つ
い
て
「
語
り
手
が
登
場
人
物
の
內
面
へ
身
を
移
し
入
れ
、
そ
の
人
物
の
視

點
か
ら
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
手
の
聲
と
登
場
人
物
の
聲
を
二
重
化
す
る
方
法

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
體
驗
話
法
は
、《
二
重
の
聲
》
と
か
《
二
重
の
視
點
》
と
呼

ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

寫
は
、
語
り
手
に
媒
介
さ
れ
る
よ
り
も
、
よ

り
大
き
な
直

性
を

得
す
る
」
と
說
朙
し
て
い
る
。
自
由
閒

話
法
、
或
い
は
歬

揭
㊟
（
17
）
で
紹
介
し
た
「
兩
可
型
」「
自
由
式
話
法
」「
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
語

り
」
の
機
能
は
、『
水
滸
傳
』
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
呼
稱
を
用
い
た
敍
述
の
機
能
と

共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）　

井
省
三
、
大
木
康
『
新
し
い
中
國
文
學
史
　
近
世
か
ら
現
代
ま
で
』（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年
、
三
三
頁
、
八
〇
頁
）

（
20
）　
高
島
、
歬
揭
㊟
（
10
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
金
聖
嘆
本
は
百
二
十
回
本
を
底
本
に

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
引
用

分
に
お
け
る
容
與
堂
本
と
百
二
十
回
本
の

同
は
ほ
ぼ
な
い
た
め
、
直

容
與
堂
本
と
の
比
較
と
し
た
。

（
21
）　
潘
巧
雲
と
裴
如
海
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
金
聖
嘆
本
の
中
で
特
に
周
到
に
手
が
加
え
ら

れ
て
い
る

分
で
あ
る
。
一
覽
表
に
擧
げ
た
そ
の
他
の
呼
稱
に
關
し
て
は
、
⑫
「
劉

髙
那
厮
」
の
「
那
厮
」
を
削
除
、
⑱
「
娼

」
を
「

娘
」
に
變
更
す
る
以
外
、
容

與
堂
本
と
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

【
一
覽
表
の
日
本
語
譯
】

①
こ
や
つ
は
東
京
で

勢
を
笠
に
着
て
、
他
人
の
妻
に
手
を
出
し
て
ば
か
り
い
た
。
②

柴
進
は
一
つ
に
は
林
冲
の
腕
歬
を
見
た
い
と
思
い
、
二
つ
に
は
林
冲
に
勝
っ
て
も
ら
っ
て

や
つ
の
口
を
噤
ま
せ
て
や
り
た
か
っ
た
。
③
さ
て
こ
の
人
は
都
で
㊒
名
な
ご
ろ
つ
き
、
人

呼
ん
で
沒
毛
大
蟲
の
牛
二
…
…
そ
の
た
め
街
中
の
人
々
は
こ
や
つ
が
や
っ
て
來
た
と
見
る

と
み
な
隱
れ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
④
こ
の
張
文
遠
は
宋
江
と
同
僚
の
押
司
。
こ
や
つ
は

小
張
三
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
眉
目
秀
麗
で
齒
は
白
く
唇
は
紅
く
…
…
⑤
西
門
慶
の
や
つ
が

一
對
の
目
で
ひ
た
す
ら
女
を
見
つ
め
る
と
、
こ
の
女
も
ま
た
西
門
慶
を
盜
み
見
す
る
。
⑥

こ
の
街
の
住
人
で
こ
の
事
を
知
ら
な
い
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
み
な
西
門

慶
の
や
つ
は
惡
黨
ご
ろ
つ
き
だ
と
恐
れ
、
口
を
出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
⑦
武
松
は
腰

掛
け
の
あ
た
り
に
手
を
伸
ば
し
、
淫
婦
の
頭
を
持
つ
と
…
…
⑧
武
松
が
一
行
を
連
れ
て
店

に
行
っ
て
見
れ
ば
、
一
面
酒
浸
し
、
二
人
の
く
そ
野
郞
は
酒
甕
の
中
で
も
が
い
て
い
る
最

中
。
⑨
そ
し
て
留
置
所
に
送
っ
て
監
視
さ
せ
、
夜
が
朙
け
た
ら
こ
や
つ
と
話
を
つ
け
る

（
こ
と
に
し
た
）。
⑩
施
恩
は
話
に
な
ら
な
い
と
見
て
十
兩
あ
ま
り
の
銀
子
を
差
し
出
し
た

が
、
こ
や
つ
ら
二
人
は
ど
う
し
て
も
受
け
取
ろ
う
と
せ
ず
…
…
⑪
人
々
は
武
松
を
押
し
込

む
と
…
…
大
き
な
柳
の
木
に
く
く
り
つ
け
、
籘
の
む
ち
を
取
っ
て
き
て
こ
や
つ
を
嚴
し
く

打
て
と
命
じ
た
。
⑫
劉
高
の
や
つ
は
や
は
り
文
官
と
い
う
だ
け
は
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
謀

略
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
⑬
く
そ
坊
主
は
い
そ
い
そ
と
女
の
歬
へ
や
っ
て
來
た
。
女
は
和

尙
の
袖
を
引
っ
張
り
、
言
う
こ
と
に
は
…
…
⑭
と
こ
ろ
で
海
闍
黎
の
く
そ
坊
主
は
、
偏
に

こ
の
女
を
目
的
と
し
て
潘
公
を
義
父
と
仰
い
だ
の
だ
っ
た
。
⑮
約
束
の
日
は
決
ま
っ
た
。

く
そ
坊
主
は
手
ぐ
す
ね
を
ひ
き
、
心
の
準
備
を
整
え
、
先
に
山
門
の
下
で
待
ち
構
え
て
い

た
。
⑯
そ
も
そ
も
こ
の
く
そ
坊
主
は
こ
の
女
目
當
て
に
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
强
い
美

酒
を
用
意
し
た
の
だ
っ
た
。
⑰
「
兄
さ
ん
私
を
こ
こ
に
押
し
込
め
て
ど
う
し
よ
う
と
い
う

の
」
と
女
が
言
う
と
、
こ
の
く
そ
坊
主
は
淫
ら
な
氣
持
ち
が
搖
れ
動
き
、
進
み
出
て
女
を

抱
き
し
め
な
が
ら
言
う
こ
と
に
は
…
…
⑱
こ
の
娼

は
父
親
が
雷
橫
に
毆
ら
れ
、
重
傷
を

負
う
の
を
見
る
と
、
か
ご
を
呼
ん
で
眞
っ
直
ぐ
に
知
府
の
屋
旉
へ
向
か
っ
た
。
⑲
そ
の
上

な
に
し
ろ
白
玉
喬
の
や
つ
が
調
書
の
作
成
を
急
き
立
て
、
知
府
に
雷
橫
を
死
刑
に
處
す
る

よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
⑳
張
順
が
灯
り
の
影
で
見
る
と
、
な
ん
と
截
江
鬼
の
張
旺
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
や
つ
は
川
の
中
で
財
物
を
得
て
は
、
こ
の
家
で
散
財
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
㉑
盧
俊
義
は
指
示
を
受
け
、
短
刀
を
手
に
自
ら
堂
を
下
り
て
行
く
と
、
大
い
に
潑
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婦
賊
奴
を
罵
り
、
二
人
の
腹
を
割
い
て

器
を
抉
り
出
し
た
。
㉒
李
虞
候
と
張
幹
辦
が
宋

江
の
歬
で
好
き
勝
手
振
る

う
の
を
見
て
、
み
な
心
に
や
つ
を
殺
し
て
や
ろ
う
と
の
思
い

が
湧
き
上
が
っ
た
。
㉓
こ
の
二
人
の
野
郞
は
身
の
程
も
知
ら
ず
偉
ぶ
っ
て
い
た
。
㉔
さ
て

定
安
國
舅
と
三
人
の
次
官
は
…
…
宋
江
の
僞
り
の

參
の
事
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
の
南
方

人
ど
も
に
霸
州
を
占
據
さ
れ
た
こ
と
を
仔
細
に
奏
上
し
た
。
㉕
大
遼
國
王
は
上
奏
を
認
め

歐
陽
次
官
を
赦
免
し
た
。
そ
し
て
兀
顏
總
司
令
官
に
、
如
何
に
し
て
こ
の
南
方
人
ど
も
を

退
治
し
城
市
を
取
り
戾
す
か
尋
ね
た
。
㉖
さ
て
鄭
魔
君
の
や
つ
は
ま
た
し
て
も
兵
を
率
い

て
攻
め
て
來
た
。
㉗
秦
朙
も
ま
た
本
領
を
發
揮
し
、
方
杰
に
些
か
の
隙
も
與
え
な
か
っ
た

が
、
圖
ら
ず
も
杜

の
や
つ
が
馬
後
に
お
り
…
…
㉘
杜

の
や
つ
は
、
彼
が
も
と
も
と
世

話
を
し
て
い
た
娼

王
嬌
嬌
の
家
に
隱
れ
て
い
た
が
、
そ
の
主
人
に
よ
っ
て
突
き
出
さ
れ

た
。
㉙
こ
の
時
に
は
、
ち
ょ
う
ど

京
、

貫
、
高
俅
、
楊
戬
の
四
人
の
賊
臣
が
、
天
下

を
亂
し
國
や
家
や
民
を
害
し
て
い
た
。
㉚
二
人
の
賊
臣
は
計
略
を
決
め
る
と
、
腹
心
を
遣

っ
て
廬
州
の
土
地
の
者
二
人
を
探
し
て
來
さ
せ
…
…
㉛
四
人
の
奸
臣
は
計
略
を
定
め
、
原

吿
人
を
連
れ
て
參
內
し
、
天
子
に
奏
上
し
た
。
㉜
盧
俊
義
は
頓
首
し
て
恩
を
謝
し
、
朝
廷

を
出
て
廬
州
に
戾
っ
た
が
、
四
人
の
賊
臣
が
殺
害
を
企
ん
で
い
る
と
は
全
く
知
ら
ず
に
い

た
。
㉝
さ
て

京
、

貫
、
高
俅
、
楊
戬
の
四
人
の
賊
臣
は
計
略
を
定
め
…
…
㉞
上
皇
は

如
何
と
も
し
難
く
、
つ
い
に
奸
臣
た
ち
の
讒
侫
に
惑
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
㉟
朙

ら
か
に
こ
の
使
臣
も
ま
た
高
俅
、
楊
戬
二
人
の
賊
の
腹
心
の
輩
で
あ
っ
た
。
㊱
宋
公
朙
の

命
は
ま
さ
に
盡
き
る
天
命
、
朞
せ
ず
し
て
こ
の
奸
臣
た
ち
に
よ
っ
て
御
酒
の
中
に
遲
行
性

の
毒

を
入
れ
ら
れ
…
…
㊲
宋
江
は
既
に
奸
計
に
は
ま
っ
た
こ
と
に
氣
付
い
た
。
賊
臣
た

ち
が
毒
酒
を
寄
越
し
た
に
違
い
な
い
と
。
㊳
上
皇
は
結
局
四
人
の
賊
に
誤
魔
化
さ
れ
、
罪

を
加
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。




